
19 
（月） 

Remnant をサミットと専門
せんもん

職人
しょくにん

宣教師
せんきょうし

に 

 コロ 4 章 7～8 節 ティキコをあなたがたのもとに遣
つか

わすのは、ほかでもなく、

あなたがたが私
わたし

たちの様子
よ う す

を知
し

って、心
こころ

に励
はげ

ましを受
う

けるためです。(8) 

 神様
かみさま

はわざわい時代
じ だ い

に備
そな

えるために、Remnant に霊的
れいてき

サミットの祝福
しゅくふく

をくださ

いました。Remnant は、時間
じ か ん

と空間
くうかん

を超越
ちょうえつ

する御座
み ざ

の力
ちから

を祈
いの

りで味
あじ

わうことが

できます。 

 

１つ目
め

、Remnant には成功
せいこう

の基準
きじゅん

があります。ヨセフはエジプトという強大国
きょうだいこく

の総理
そ う り

になりました。しかし、ヨセフの*本業
ほんぎょう

は世界
せ か い

を生
い

かす世界
せ か い

福音化
ふくいんか

でした。

Remnant は、本業
ほんぎょう

と*副業
ふくぎょう

をはっきりと知
し

ってください。２つ目
め

、Remnant の地
ち

の果
は

てがあります。ヨセフは、 幼
おさな

いときに太陽
たいよう

と月
つき

と星
ほし

がおじぎをする夢
ゆめ

を見
み

ました。世界
せ か い

福音化
ふくいんか

をあらかじめ見
み

たのです。未来
み ら い

を見
み

たことこそが地
ち

の果
は

てで

す。Remnant が現場
げ ん ば

で祈
いの

りによって御座
み ざ

の 力
ちから

を味
あじ

わえば、神様
かみさま

がくださる契約
けいやく

の旅程
りょてい

を進
すす

むようになります。３つ目
め

、神様
かみさま

は Remnant を生
い

かす者
もの

として呼
よ

ばれ

ました。現場
げ ん ば

に行
い

けば、Remnant を攻撃
こうげき

することばを聞
き

くことがあるでしょう。

まったく傷
きず

つくことなく、かえってその人
ひと

のために 心
こころ

から祈
いの

りましょう。その

人
ひと

の事情
じじょう

を知
し

って生
い

かす疎通
そ つ う

ができるように、神様
かみさま

がしてくださるでしょう。 

 

Remnant は神様
かみさま

との関係
かんけい

の中
なか

で契約
けいやく

を回復
かいふく

しましょう。その契約
けいやく

を持
も

ってひとり

で集 中
しゅうちゅう

して祈
いの

る時間
じ か ん

を持
も

てば、 必
かなら

ず神様
かみさま

が世界
せ か い

福音化
ふくいんか

の主役
しゅやく

としてください

ます。 

 

*本業
ほんぎょう

：メインの職 業
しょくぎょう

のことです。 

*副業
ふくぎょう

：本業
ほんぎょう

ではない、残
のこ

りの時間
じ か ん

を利用
り よ う

して持
も

つ職 業
しょくぎょう

のことです。 

 神様
かみさま

、わざわい時代
じ だ い

に備
そな

える霊的
れいてき

サミットの祝福
しゅくふく

を味
あじ

わいますように。生
い

きて

おられるイエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメン 

 

 

 
2024.09.08.2 部 

 

20 
（火） 

人生
じんせい

のターニングポイントの道
みち

しるべとレムナント 

 使 1 章 8 節 しかし、聖霊
せいれい

があなたがたの上
うえ

に臨
のぞ

むとき、あなたがたは力
ちから

を受
う

けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土
ぜ ん ど

、さらに地
ち

の果
は

てまで、

わたしの証人
しょうにん

となります。 

 Remnant が旅程
りょてい

を進
すす

んでいると、ターニングポイントを迎
むか

える時
とき

があります。そ

のターニングポイントが道
みち

しるべです。そこで神
かみ

の国
くに

のことが成
な

し遂
と

げられるの

を見
み

ます。そして、Remnant の地
ち

の果
は

ては会堂
かいどう

です。この契約
けいやく

をよく覚
おぼ

えて心
こころ

に

とどめましょう。 

 

１つ目
め

、パウロはテサロニケという都市
と し

を重要
じゅうよう

に思
おも

って見
み

ました。ローマに行
い

く重要
じゅうよう

な道
みち

があったからです。そこで会堂
かいどう

に入
はい

って、イエス様
さま

がなぜ十字架
じゅうじか

で

死
し

ななければならなかったのか、なぜ復活
ふっかつ

しなければならなかったのかを説明
せつめい

し

ました。２つ目
め

、パウロとプリスカ夫婦
ふ う ふ

は、安息
あんそく

日
にち

ごとに会堂
かいどう

に入
はい

りました。会堂
かいどう

でキリストの日
ひ

である主日
しゅじつ

、礼拝
れいはい

と祈
いの

りについて伝
つた

えました。そして、アポロに

カルバリの丘
おか

、オリーブ山
やま

、マルコの屋上
おくじょう

の部屋
へ や

で働
はたら

かれた聖霊
せいれい

の恵
めぐ

みを伝
つた

え

ました。３つ目
め

、パウロは会堂
かいどう

に入
はい

る前
まえ

に、マルコの屋上
おくじょう

の部屋
へ や

の聖霊
せいれい

の働
はたら

き

を先
さき

に味
あじ

わいました。そして、会堂
かいどう

で大胆
だいたん

に神
かみ

の国
くに

を３か月
げつ

の間
あいだ

、説明
せつめい

しまし

た。その後
あと

、ティラノ運動
うんどう

が起
お

こりました。パウロはそこでローマも見
み

なければ

ならないという重要
じゅうよう

な告白
こくはく

をしました。 

 

Remnant は暗闇
くらやみ

に覆
おお

われた 237 か国
こく

と５千
せん

種族
しゅぞく

に、ただキリストの光
ひかり

を照
て

らし

ます。この契約
けいやく

を堅
かた

く 心
こころ

に抱
いだ

きながら、学校
がっこう

に神
かみ

の国
くに

が臨
のぞ

むように祈
いの

りましょ

う。 

 

 神様
かみさま

、パウロが会堂
かいどう

で Remnant に伝
つた

えた神
かみ

の国
くに

が、私
わたし

がいる現場
げ ん ば

に臨
のぞ

みますよ

うに。生
い

きておられるイエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメ

ン 
 

2024.09.14.レムナント TCK 伝道学 

 



21 
（水） 

人生
じんせい

ターニングポイントの道
みち

しるべと伝道
でんどう

弟子
で し

 

 使 1 章 1～8 節 イエスは苦
くる

しみを受
う

けた後
あと

、数多
かずおお

くの確
たし

かな証拠
しょうこ

をもって、ご

自分
じ ぶ ん

が生
い

きていることを使徒
し と

たちに示
しめ

された。四十日
よんじゅうにち

にわたって彼
かれ

らに現
あらわ

れ、

神
かみ

の国
くに

のことを語
かた

られた。(3) 

 キリストによって三位
さ ん み

一体
いったい

の神様
かみさま

が私
わたし

のやぐらとなってくださいました。三位
さ ん み

一体
いったい

の神様
かみさま

が私
わたし

たちの人生
じんせい

と世界
せ か い

福音化
ふくいんか

の道
みち

を導
みちび

いてくださいます。この事実
じ じ つ

を祈
いの

りで味
あじ

わいましょう。伝道
でんどう

弟子
で し

である Remnant がすることがあります。 

 

１つ目
め

、福音
ふくいん

を正
ただ

しく理解
り か い

するように祈
いの

りましょう。イエス・キリストは、まこ

との王
おう

としてサタンの権威
け ん い

に勝
か

たれ、まことの祭司
さ い し

として 私
わたし

たちをわざわいか

ら解放
かいほう

してくださいました。そして、まことの預言者
よげんしゃ

として、神様
かみさま

がない地獄
じ ご く

の

背景
はいけい

から、神様
かみさま

に会
あ

う道
みち

となってくださいました。このキリストによってだけ神
かみ

の国
くに

が臨
のぞ

み、世界
せ か い

福音化
ふくいんか

が成
な

されます。２つ目
め

、福音
ふくいん

の契約
けいやく

を握
にぎ

って祈
いの

りましょ

う。そのとき、全世界
ぜんせかい

237 か国
こく

の門
もん

が開
ひら

かれて、現場
げ ん ば

に弟子
で し

が起
お

き始
はじ

めます。ま

た、礼拝
れいはい

の祝福
しゅくふく

を分
わ

からせてくださり、献金
けんきん

と光
ひかり

の経済
けいざい

を回復
かいふく

してくださいま

す。このことが毎日
まいにち

現場
げ ん ば

で起
お

こります。３つ目
め

、次世代
じ せ だ い

のために祈
いの

りましょう。

イエス様
さま

が十字架
じゅうじか

を負
お

って行
い

かれるときに、「わたしのために泣
な

いてはいけませ

ん。むしろ自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

と、自分
じ ぶ ん

の子
こ

どもたちのために泣
な

きなさい」と言
い

われました。

Remnant は次世代
じ せ だ い

に正確
せいかく

な福音
ふくいん

と礼拝
れいはい

の祝福
しゅくふく

、神
かみ

の国
くに

の答
こた

えを伝
つた

えましょう。 

 

Remnant は福音
ふくいん

を正
ただ

しく理解
り か い

して、福音
ふくいん

とその福音
ふくいん

を伝
つた

える次世代
じ せ だ い

のために祈
いの

り

ましょう。 

 

 神様
かみさま

、福音
ふくいん

を正
ただ

しく理解
り か い

して、その契約
けいやく

と次世代
じ せ だ い

のために祈
いの

る Remnant になり

ますように。生
い

きておられるイエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。

アーメン 

 
2024.09.14.核心訓練 

 

22 
（木） 

神様
かみさま

にささげる生活
せいかつ

/ 従 順
じゅうじゅん

とは何
なに

か 

 ロマ 12 章 1～3 節、ヨハ 14 章 21 節 ですから、兄弟
きょうだい

たち、私
わたし

は神
かみ

のあわれみ

によって、あなたがたに勧
すす

めます。あなたがたのからだを、神
かみ

に 喜
よろこ

ばれる、聖
せい

なる生
い

きたささげ物
もの

として献
ささ

げなさい。それこそ、あなたがたにふさわしい礼拝
れいはい

です。(ロマ 12:1) 

 Remnant は神様
かみさま

のみことばの中
なか

にあることを回復
かいふく

して、その道
みち

を進
すす

みましょう。

Remnant が進
すす

む道
みち

は、どんな道
みち

でしょうか。 

 

１つ目
め

、Remnant は神様
かみさま

にささげる生活
せいかつ

をしましょう。私
わたし

たちがささげることが

できるのは、祈
いの

りと伝道
でんどう

です。まず、私
わたし

たちの生活
せいかつ

と問題
もんだい

の中
なか

で、祈
いの

りの力
ちから

を

見
み

つけましょう。祈
いの

りはすべてであり、御座
み ざ

を動
うご

かす霊的
れいてき

科学
か が く

です。Remnant が

祈
いの

りを味
あじ

わえば、霊的
れいてき

に成長
せいちょう

した人
ひと

になって、伝道
でんどう

が自然
し ぜ ん

に成
な

り立
た

つのを見
み

ま

す。神様
かみさま

にしたがって行
い

って、ともにおられることを味
あじ

わっていると、世界
せ か い

が生
い

かされるのを見
み

ます。３つ目
め

、Remnant は神様
かみさま

に従 順
じゅうじゅん

にしましょう。神様
かみさま

の計画
けいかく

とみこころを悟
さと

っって求
もと

っめることが 従 順
じゅうじゅん

っです。神様
かみさま

っは 私
わたし

ったちが 考
かんが

っえることよ

り、もっと良
い

いことを与
あた

えてくださいます。これを信
しん

じれば、神様
かみさま

のみこころを

発見
はっけん

して献身
けんしん

することができます。神様
かみさま

のみこころは、みことばによって教
おし

えて

もらいます。そのとき、人々
ひとびと

を生
い

かす平和
へ い わ

と善
ぜん

を選択
せんたく

するようになります。神様
かみさま

の最
もっと

も大
おお

きなみこころは、赦
ゆる

しと救
すく

い、福音
ふくいん

を伝
つた

えることです。Remnant は神様
かみさま

に従 順
じゅうじゅん

にするために、霊的
れいてき

な目
め

が開
ひら

かれるように祈
いの

りましょう。それでこそ、

神様
かみさま

のみことばに従 順
じゅうじゅん

にすることができます。 

 

Remnant は神様
かみさま

がくださった祝福
しゅくふく

を祈
いの

りで味
あじ

わって、私
わたし

の考
かんが

え、水準
すいじゅん

が必要
ひつよう

ない神様
かみさま

のみことばに従 順
じゅうじゅん

にする生活
せいかつ

になるように祈
いの

りましょう。 

 神様
かみさま

、神様
かみさま

に私
わたし

の生活
せいかつ

をささげて従 順
じゅうじゅん

にする Remnant になりますように。生
い

きておられるイエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメン 

 

 

 

2024.02.20.237 火曜弟子訓練 1 講(現場福音メッセージ 54,55 課) 

 



23 
（金） 

聖潔
せいけつ

と勝利
しょうり

の生活
せいかつ

/神様
かみさま

を喜
よろこ

ばせる生
い

き方
かた

 

 ピリ 4 章 6～7 節、ヘブ 11 章 1～6 節 さて、信仰
しんこう

は、望
のぞ

んでいることを保証
ほしょう

し、

目
め

っに見
み

っえないものを確信
かくしん

っさせるものです。 昔
むかし

っの人
ひと

ったちは、この信仰
しんこう

っによって

称賛
しょうさん

されました。信仰
しんこう

によって、私
わたし

たちは、この世界
せ か い

が神
かみ

のことばで造
つく

られた

ことを悟
さと

り、その結果
け っ か

、見
み

えるものが、目
め

に見
み

えるものからできたのではないこ

とを悟
さと

ります。(ヘブ 11:1～3) 

 神様
かみさま

に従 順
じゅうじゅん

にすることには目的
もくてき

があります。その目的
もくてき

を知
し

って、神様
かみさま

を喜
よろこ

ば

せる生
い

き方
かた

が何
なに

なのかを知
し

って、その生
い

き方
かた

をするように祈
いの

りましょう。 

 

１つ目
め

、従 順
じゅうじゅん

の目的
もくてき

は、聖潔
せいけつ

と勝利
しょうり

の生活
せいかつ

です。聖潔
せいけつ

は、キリストの 心
こころ

を持
も

つことです。その 心
こころ

で人
ひと

を助
たす

けましょう。まず先
さき

に偶像
ぐうぞう

崇拝
すうはい

する人
ひと

を助
たす

けまし

ょう。その人々
ひとびと

は、かなり 昔
むかし

から家系
か け い

がサタンに捕
とら

えられてきたのです。そし

て、みだらな行
おこな

いや犯罪
はんざい

を犯
おか

す凶悪犯
きょうあくはん

を助
たす

けましょう。その人々
ひとびと

は、暗闇
くらやみ

の中
なか

で縛
しば

られている状態
じょうたい

なのです。この背景
はいけい

を分
わ

かってこそ、生
い

かすことができま

す。まず 心
こころ

、たましいを癒
い

やして、死
し

の律法
りっぽう

から解放
かいほう

してくださった神様
かみさま

のみ

ことばを悟
さと

るように祈
いの

ってあげましょう。そして、聖霊
せいれい

に満
み

たされて、主
しゅ

といつ

もともにいて、その 力
ちから

にしたがって世
よ

の中
なか

を生
い

かすように祈
いの

りましょう。２つ

目
め

、神様
かみさま

を喜
よろこ

ばせる生
い

き方
かた

は、私
わたし

がいる現場
げ ん ば

で私
わたし

が必
かなら

ずすることは何
なに

なのか

を見
み

つけるのです。これが、ただです。すると、唯一性
ゆいいつせい

の答
こた

えを受
う

けて、挑戦
ちょうせん

するようになります。それが再創造
さいそうぞう

です。このとき、神様
かみさま

に栄光
えいこう

をささげる目標
もくひょう

ができます。すると、神様
かみさま

に人生
じんせい

を任
まか

せるくらい正
ただ

しい信仰
しんこう

が与
あた

えられ、その信仰
しんこう

を証
あか

しする証人
しょうにん

の生活
せいかつ

を送
おく

るようになります。 

 

キリストの心
こころ

を持
も

って、神様
かみさま

に栄光
えいこう

をささげる生
い

き方
かた

になるように祈
いの

りましょ

う。 

 神様
かみさま

、神様
かみさま

に従 順
じゅうじゅん

にして、神様
かみさま

を喜
よろこ

ばせる生
い

き方
かた

をする Remnant なりますよ

うに。生
い

きておられるイエス・キリストの御名
み な

によってお祈
いの

りします。アーメ

ン 
 

2024.2.20.237 火曜弟子訓練 2講(現場福音メッセージ 56,57 課) 

 

24 
（土） 

力
ちから

の源泉
げんせん

/ 力
ちから

の源泉
げんせん

がどこから来
く

るのか 

 エレ 33 章 1～9 節 エレミヤがまだ監視
か ん し

の庭
にわ

に閉
と

じ込
こ

められていたとき、再
ふたた

び

エレミヤに次
つぎ

のような主
しゅ

のことばがあった。「地
ち

を造
つく

った主
しゅ

、それを形造
かたちづく

って堅
かた

く立
た

てた主
しゅ

、その名
な

が主
しゅ

である方
かた

が言
い

われる。(1-2) 

 Remnant は世
よ

っの中
なか

っを 導
みちび

っいていくようになります。しかしそれは、 力
ちから

っがない

Remnant には不可能
ふ か の う

なことです。それゆえ、Remnant は世
よ

の中
なか

を導
みちび

くために知
し

る

ことがあります。 

 

１つ目
め

、力
ちから

の*源泉
げんせん

は神様
かみさま

から始
はじ

まります。毎日
まいにち

、私
わたし

が行
い

くすべての所
ところ

に、そ

して小
ちい

さいことでも神様
かみさま

の絶対
ぜったい

計画
けいかく

を見
み

つければ良
い

いのです。すると、答
こた

えを受
う

けることができます。神様
かみさま

の絶対
ぜったい

計画
けいかく

は、信徒
し ん と

の交
まじ

わりの中
なか

から出
で

てきたり、完全
かんぜん

な神様
かみさま

のみことばの中
なか

から見
み

つけることができます。そして、Remnant は祈
いの

りで

神様
かみさま

の力
ちから

を味
あじ

わって伝
つた

えることができます。２つ目
め

、力
ちから

の源泉
げんせん

は、神様
かみさま

の近
ちか

く

に進
すす

むことです。ピリピ 4 章
しょう

13節
せつ

を見
み

れば、「 私
わたし

を強
つよ

くしてくださる方
かた

によっ

て、私
わたし

はどんなことでもできるのです」と言
い

われています。私
わたし

たちがキリスト

の中
なか

にいれば、力
ちから

が現
あらわ

れるしかありません。ですから、神様
かみさま

にみことばによっ

て近
ちか

づいて行
い

きましょう。それゆえ、礼拝
れいはい

をささげて説教
せっきょう

を聞
き

くことが重要
じゅうよう

な

のです。そして、みことばを聞
き

いた後
あと

には、適用
てきよう

することが重要
じゅうよう

ですが、適用
てきよう

するということは、みことばを自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えではなく、神様
かみさま

のみことばとして受
う

けることです。すると、教会
きょうかい

のリーダー、世
よ

の中
なか

を生
い

かすリーダーの座
ざ

に神様
かみさま

が導
みちび

いてくださるでしょう。 

 

Remnant は力
ちから

の源泉
げんせん

である神様
かみさま

に近
ちか

づく祈
いの

りをし続
つづ

けましょう。 
 

*源泉
げんせん

：あることの根源
こんげん

のことです。 

 神様
かみさま

、世
よ

の中
なか

について行
い

かず、神様
かみさま

にしたがって行
い

って神様
かみさま

の力
ちから

を味
あじ

わう

Remnant になりますように。生
い

きておられるイエス・キリストの御名
み な

によって

お祈
いの

りします。アーメン 
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